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History-teller のテーマ史講座 

～琉球・沖縄の歴史～ 

 

⑴沖縄本島と周辺の地理 

 ・日本の最西端（東京の島嶼部を除けば最南端） 

 ・沖縄本島と周りの島々を総称して、     という。 

 ・特に沖縄本島以北の島々を      という。 

 

⑵原始・古代（～12 世紀） 

 ・本州と同様に旧石器時代が存在 

  →       や    といった人骨が発見される 

   ※静岡県で発見された浜北人と混同しないように注意！ 

 ・旧石器文化の後に      へ 

  →縄文文化と同様に、狩猟・採集・漁労の生活が 12 世紀まで続く 

 

⑶中世（12 世紀～14 世紀） 

 ・12 世紀、徐々に稲作や畑作が始まる 

  →畑作の開始によって富の蓄積が可能となり、貧富の差が生まれる 

  →支配される人とする人の関係性が構築されていく 

・各地に      と呼ばれる豪族が出現 

→    と呼ばれる城を築き、小国家に発展 

・14 世紀には、          の三山に（三山時代） 

 

⑷中世（15 世紀～16 世紀） 

 ・1429 年 中山王の     が三山を統一 

  →       の成立（首都：     外港：    ） 

・      によって、王国は繁栄する 

 ・文化 『       』 

  ※後に 伊波普猷 が研究し、沖縄民俗学を確立 
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⑸近世（17 世紀～19 世紀半ば） 

 ・1609 年 薩摩藩の     による琉球侵攻 

  →琉球国王の   は降伏／以降は薩摩藩による間接支配 

 ・江戸幕府に、国王の代替わりごとに    、将軍の代替わりごとに    を派遣 

 ・鎖国下の日本との貿易は薩摩藩を介して続く（薩摩口） 

  ※4 つの口…薩摩口・長崎口・松前口・対馬口 

 

⑹近代（幕末期） 

・薩摩藩の琉球密貿易 

  →   を輸出することで、大きく儲ける 

  →薩摩藩はここで経済力をつけて、後の討幕運動・明治維新の中心となる 

 ・列強による開国要求 

  →1840 年代 フランス・イギリスの開国要求 

→1854 年 琉球米国修好条約 

   ※同年、本国も開国したことで中継貿易は衰退していく 

 

⑺近代（明治時代） 

◎琉球併合の過程 

・1871 年 琉球漂流民殺害事件 ＠台湾 

→琉球は日本のもの？ 中国のもの？ 

→台湾出兵の原因となる 

・1872 年 琉球藩設置（藩主：   ） 

→４年後には、清国への臣礼を拒否 

・1879 年 沖縄県設置（     ） 

→旧慣温存政策をとる／近代化の遅れ 

  

・琉球の帰属をめぐって日清間で対立 

→ グラント の沖縄分島案（成立せず） 

→     で清国が琉球を諦める形で、決着がつく 

・沖縄の近代化  日本への同化 

→     による土地整理事業（地租改正） 

→    による自由民権運動（民権化） 
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⑻近代（昭和時代） 

・1945 年 4 月 1 日 沖縄戦の開始 

→沖縄の人口の約 4 分の 1 が犠牲になる 

※      ・・・女子生徒の看護要員 

            ・・・男子中等学校生徒 

・1945 年 8 月 15 日 ポツダム宣言 

→沖縄はアメリカ軍が直接支配 

 ※小笠原諸島・奄美諸島もアメリカ軍に占領される 

 

⑼現代（昭和戦後） 

・1951 年               

→沖縄はアメリカ軍の施政権下に… 

・1953 年      、本土復帰 

→沖縄本島より北の島々が日本に復帰 

・1960 年             の成立 

→        の高まり 

・1965 年 ベトナム戦争開始 

→沖縄の米軍がベトナムへ出動／祖国復帰運動の盛り上がり 

・1967 年 佐藤・ジョンソン会談 

→3 年以内に沖縄返還を決定しましょう 

・1968 年 琉球政府主席公選（初代主席：     ） 

 ※この年、       が日本に復帰 

・1969 年 佐藤・ニクソン会談 

→日米共同声明／「核抜き・本土並み」の返還合意 

・1971 年 沖縄返還協定 

・1972 年      （初代沖縄県知事：     ） 

→ただし、米軍基地は改めて使用権が与えられる 

 ※現在の米軍基地の 4 分の 1 は沖縄県に集中 
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⑽現代（平成時代） 

・      をめぐる問題 

 →世界一危険な軍事基地と言われる 

 →実際にヘリ墜落事件や暴行事件も発生 

→辺野古移設の方針が出されるも、埋め立てに対して沖縄県民が反対 

・鳩山由紀夫内閣による県外移設案 

 →混乱が起こり失敗／国は辺野古移設の方針を固める 

  →沖縄県民は現在に至るまで、辺野古移設に対して反対 


